






















ば、人間の 1日の行動は大きく 3つの活動に分けられる。その活動とは 1次活動（睡眠、食事など生
理的に必要な活動）、2次活動（仕事、家事など）、3次活動（自由に使える時間における活動）である。
各活動に費やされる時間をみると、1次活動が 10 時間 41 分と最も長く、次いで 2次活動が 6時間 57
分（仕事等 4時間 49 分、家事関連 2時間 8分）、3次活動が 6時間 22 分となっている。65 歳以上の高

































































































































































































































































































































付記　　 本調査は平成 29 年度京都ノートルダム女子大学研究一般助成（個人研究助成金）による研究
の成果の一部である。
注
１） 国立のぞみの園研究部（2015）によれば、知的障害のある人は 45 歳～ 55 歳頃に老化現象が見られるため、高
齢期に達する年齢基準は壮年期の 50 歳～ 55 歳が妥当だとされている。そのため、本稿では 50 歳以上の知的
障害のある人を「高齢知的障害者」とする。
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